
第 4 回役員会議 報告 

令和２年度 （一社）北九州市ＰＴＡ協議会 

 

 

 

 
○ 令和２年８月２１日（金） 会長・副会長会議 18:00～  役員会議 19:30～ 

○ 北九州市立生涯学習総合センター３階 大ホール 

○ 出席者（敬称略）小森・吉井・加藤（大）・密井・有江・大庭・日野・三浦・森谷・内田・

田中・脇・上田・田頭・井上・長野・坂本（浩）・坂本（雅）・安田（奥村代理）・李・今林・

船越・西田・藤井・野田・小川・池田・鬼ヶ原・田場・松岡・原田 

 

              事務局…溝部・今永・村山 

 

 

 

○ 議  事  

議事録署名人と「子どもを育てる 10 か条」の唱和者の指名 

☆ 議事録署名人  松岡 原田 

☆ 「子どもを育てる 10 か条」の唱和 有江 

１．会長あいさつ 

 短い夏休みが終わり、登校が始まりました。大変な酷暑、そしてコロナ禍の中で日々を過ご

しています。今までにない在り方が求められる今日において、一人一人が「今何ができるか」

を考え、情報交換、連携をしてもらいたいと思います。本日もよろしくお願いします。 

 

２．審議事項 なし 

① 教育環境要望書の内容について 

 １ 各学校へのコロナ対策費用の増額と消毒要因等の配置及び継続任用（新） 

 ２ 特別教室（体育館）及びＰＴＡ会議室への空調設備設置（昨年度より継続） 

 ３ 学校施設の老朽化とトイレの改善（昨年度より継続） 

 ４ 教職員の増員と資質向上（昨年度より継続） 

 ５ タブレット配付に関する情報提供と環境整備の促進 

＜森谷＞ 

 市内小・中・特別支援学校からいただいた教育環境要望書について、何かご意見はないか。 

＜八幡西区中Ｐ連＞ 

 教職員の“資質向上“とあるが、先生方がご覧になって悪い意味で捉えかねないのではない

かと感じる。もっとよい表現がないだろうか。 

＜森谷＞ 

 確かに、資質向上について具体的に謳っていない。ご意見はないだろうか。 

＜事務局長＞ 

 今いただいた質問の回答に先立ち、会長・副会長等会議で出た意見および所感を説明する。 

・要望２の特別教室（体育館）…という文言について、特別教室の範囲が体育館のみととら

えられかねないため、特別教室および体育館という書き方にしてはどうか。 

・要望４の資質向上について。各校からいただいた要望書を見ると人員不足については触れ

られていたが資質向上の具体的な内容は記載されていなかった。そのため、要望４の“資質向

上”を削除し、要望５の内容に「タブレット指導のための教職員育成、資質向上」と記載して

はどうか。 

＜大庭＞ 

 教職員増員の件について。先生を志望する人が少ないという話はよく耳にする。また、教

育実習時と実際の現場とのギャップに苦労することもあるだろう。新採教員のフォロー、育

成は資質向上につながるのではないか。 



＜中学校校長会＞ 

 新採指導教員の手が回らないときは、当該校の管理職が指導するようになっている。採用

倍率が下がっているのは全国的な傾向であり、事実を受け止め、対応していかなければなら

ない。教員の資質向上はどの学校でも課題となっており、個に応じた教員の力量、資質向上

を粛々と行っていくことが日々求められている。なお、小学校では教科担任制を導入してい

る学校もある。2022 年度をめどに教科担任制が開始されるようになる。 

 教員の増員について１点留意しなければならないのは、法律で定められた「教職員の定数」

が存在しており、法律の範囲内でなければ増員できないことである。この法律の範囲内で人

員の増員を図らなければならないことを踏まえて「市費講師」「学校支援職員」「特別支援学

級補助講師」等で工夫している。また、近年新たに導入された「スクールサポートスタッフ」

の導入が良い効果をもたらしている。教職員の事務作業（プリントの印刷等）の軽減につな

がっている。漠然と「教職員増員」と要望するのではなく具体的に行ったほうが良いと感じ

る。 

＜加藤＞ 

 先生を育てるという考え方も大切だが、先生方に働きたいと思ってもらえる環境を作るこ

とも重要だと考える。私は先生方の負担軽減の近道は生活指導の負担軽減だと考えているが、

そのためには保護者の協力が不可欠だ。実現は難しいかもしれないが、保護者から教育委員

会への要望書を募るのであれば、先生方から保護者への要望を募ってもおかしくないのでは

ないか。私たち保護者だけが先生にお願いしているように感じる。保護者の教育力を高めた

い。 

＜小学校校長会＞ 

 要望書の意見を一つ一つ目に通すと、学校の中で対応可能なこと、学校だけでは不可能な

ことの２種類が存在していると感じた。 

 スクールサポートスタッフの増員については現在児童生徒数 300 名以内の学校には導入さ

れていない。具体例として、本校は 291 名という 300 名にほんの少し満たない数字であるが

ゆえに導入が叶っていないため、スクールサポートスタッフのボーダーを下げていただける

ようなことがあれば大変ありがたい。このように、私ども現場だけでは申し上げにくい要望

を保護者の皆様にご検討いただけると嬉しく思う。 

 コロナ対策についてだが、学校現場のコロナ対策は「学校保健マニュアル」に基づいてい

る。内容が日々更新されているため、現況に合わせた要望を行っていただいたほうがよいの

ではないかと考える。 

 

３．協議事項 

① 日本 PTA 全国大会について 

＜会長＞ 

 8 月 25 日（火）に第 12 回日Ｐ大会実行委員会を開催する。今まで例年開催してきたような

形ではなく、コロナ禍の中で作り上げるものを精査し、その結果を皆さんに報告する。 

  

② 日 P 三行詩の第一次選考について 

＜三浦＞ 

 日本ＰＴＡ全国協議会が主催している三行詩の募集を行った。小学生の部：８作品、中学生

の部：１３８作品、一般の部：７作品の応募をいただき、市代表として出品する代表作品を先

行した。＊口頭で選考結果発表。本議事録では個人情報保護のため個人名と内容を記載しない。 

 

③ 常置委員会及び部会の交通費について 

＜事務局長＞ 

 本年度から、常置委員会、広報部会開催時の交通費を支給することとなった。 

 自宅から生涯学習総合センターまでの距離に応じて計算し、都市高速の利用が必要な方は

加算したうえで支払われる。各委員会委員長は、６月～１０月（前期）、１１月～３月（後期）

の２回に分けて旅費申請を行い前渡し金として前期旅費代、後期旅費代を預かる。この際、

おおむね前期・後期中に何回会議を行うのか予定を立てていてほしい。委員長は前渡し金を



管理し、各会議終了後委員さんへ交通費を支給し、受領印をもらう。 

＜森谷＞ 

 金銭が発生するため、誰がいつ参加したのかきちんと議事録に残しておいてほしい。 

 

④ その他 

＜三浦＞ 

 本日、子ども家庭局子育て支援課より情報提供いただいた「子どもを虐待から守るための

ハンドブック」を机上に配布している。国において、令和２年４月よりしつけと称した子ど

もたちの体罰を禁止することを法定化した。虐待化にも精神的、性的、身体的虐待等様々だ。

虐待に気づいたら通報、通告をしてほしい。子どもの権利を守り、虐待を一切許さないとい

う気持ちで取り組んでほしい。各連合会長にこのハンドブックを各学校１部ずつお預けして

いる。コロナ禍で会長会がすぐには開けていないところもあるかと思うが、集まることがあ

れば配布を行ってほしい。 

 

４．連絡・報告事項 

① 役員より 

（出向報告） 

・８月１９日（水）いじめ問題専門委員会（髙瀬）※森谷代弁 

 昨年度、本市の重大事件件数は０であったが、全国的には増加傾向にある。 

 事態の調査、聞き取りを教育委員会が行うことに保護者が不信感や不安感を行うことが

多く、信頼や公平性を保つことを今後の課題とする。いじめを減らすには「見守る目」を

増やすことが重要だ。保護者、地域の方にも協力してほしい。 

 

・７月２２日（水）明るい選挙推進協議会（森谷） 

  中学生の課題として行われる「明るい選挙ポスター」の運営や成人式等で行われる投票

率向上のための啓発活動をしている団体。森谷からは電子投票の導入について意見を述べ

た。 

 

・書面通知 ふるさとかるた大会（田中） 

本年度の大会は新型コロナウイルス感染症のため中止。 

 

・書面開催 子ども・子育て会議（原田） 

  「元気発進！子どもプラン」「北九州市次世代育成行動計画」の点検評価、 

  「北九州市子ども・子育て支援事業計画」の内容検討 

  子育ての悩みや不安への対応。悩みを抱える子どもが増えている。 

 

・８月１８日（火）迷惑行為防止推進協議会 

  平成２０年より本市で施行された迷惑行為防止推進地区の周知徹底について話した。 

  小学校６年生で学ぶようになっているが、本年は新型コロナウイルス感染症により授業

内容が変更になっておりほとんどの学校で取り扱っていない。ＳＮＳ等を利用して発信し

てはどうかという話になった。 

 

・８月１９日（水）不登校等に対する有識者会議（脇） 

  今まで学校に足が向かなかった子どもたちが、このコロナ禍の中で登校できたケースが

見受けられたとの事。本会議でも「教職員の資質向上」という文言について話をした。具

体的に“何をどのように伸ばしていくか”を示す必要があるという意見が出た。 

 

・８月１９日（水）携帯電話の取扱いに関する勉強会（加藤（大）） 

  文科省からいただいている学校における携帯電話の取扱いに関する指針を本市でどのよ

うに内容検討、発信するかを考える勉強会だった。 

 

・８月２０日（木）子ども読書活動推進会議（大庭） 

  次期子ども読書プランのたたき台について有識者とともに検討。 

 

 



 

・小学校応援団より（小森） 

  科学舎アカデミーが企画しているバーチャルプラネタリウムの世界～学校で星の学習を

しよう～について、協力団体として P 協の団体名を記載することに「賛成」「反対」「会長

に一任する」で議決を取る。しかし配布資料の熟読時間が足りないため、配布資料を持ち

帰って内容確認後、本会出席役員（議決権がある方のみ）を対象に翌日、電子メールにて

議決を取ることとなった。 

 

・見守りカメラの件（小森） 

  校長会・教育委員会と相談、対談をした結果、学事課・指導二課・施設課に確認がとれ

れば取り付けが可能であるそうだ。ただし、学事課から設置にかかる費用は支出できない。

学校またはＰＴＡからであれば可能である。 

 

・わっしょい百万夏まつり振興会（小森）８月開催は行わず、延期になったと聞いている。 

 

② 連合会より なし 

 

③ 校長会より 

＜小学校校長会＞ 

  運動会、体育大会が中止になった。加えて、授業参観が開催できない。下校後に学校へ

おいでいただくことについては緩和されてきている。運動会に代わる行事を検討している

ところだが、教育委員会としては前期 10 月 16 日まで認める方向性はないようである。ミ

ニ運動会等を計画するのであれば 10 月 16 日以降になる。授業参観も同様である。 

  子どもたちのマイエプロン推進を行っている。以前は毎日洗濯することを推奨していた

が、実情を鑑みると難しいということになり教育委員会側から撤廃の旨を聞いた。マイエ

プロンの使用自体は継続していく。ただし、すべての学校のご家庭に「マイエプロンを持

参してほしい」とお願いして全員が持参することは現状難しい。多くの学校はまずできる

ところから、希望されるご家庭から徐々に個別に切り替えを行っている。現状を踏まえた

対応をやっていきたい。 

  特別教室のエアコンの件。健康診断をやっと始めることができた。しかし、保健室だけ

では三密になるため空き教室（特別教室を含む）を活用している。エアコンはもはや単純

な暑さ対策にとどまらず、教育環境の維持に必要なものであると考える。そのため、特別

教室のエアコン設置に関する要望を今回教育委員会への要望書に挙げていただいているこ

とに感謝している。是非とも推進してもらいたい。 

＜中学校校長会＞ 

  なお、10 月 16 日以降すべての学校行事が解禁になるわけではない。どのような対応を

していくのか、現状から判断していく。 

＜中学校校長会＞ 

  健康診断は学校保健安全法で６月３０日までに実施しなければならないと定められてい

るが新型コロナウイルス感染症の影響で断念せざるを得ず、やっと実施可能になったのが

昨今の状況である。なお、教育委員会より「学校保健マニュアル（第３版 ８月２０日）」

が発布されている。これにより生徒による通常の清掃活動ができるようになった。消毒作

業、トイレ清掃についても子どもが関わることができるようになったため、現場の負担が

少し緩和できるのではないかと思う。保健マニュアルは出ているが、学校の現状に合わせ

て対策を考える。消毒液に肌が負けてしまう子どもさんがいらっしゃるため、十分に気を

付けている。 

マニュアルには、「消毒は感染源であるウイルスを死滅させ減少させる効果はあるが、学

校生活の中で消毒によってウイルスをすべて死滅させることは困難である。このため一時

的な消毒の効果を期待するよりも、清掃により清潔な空間を保ち、健康的な生活により児

童生徒の免疫力を高め、手洗いを徹底することのほうが重要である」と記載されている。 

クラスターについてだが、休み時間や登下校等教職員の目の届かない行動に起因してい

ることが判明している。そのため「授業中に感染拡大が起きる」とは考えにくい。そのた

め、これからの私たちの教育としては自分自身の体を守る、自分で判断して行動してもら

えるように指導していくことが重要だ。 

学校での感染リスクは「大声」が原因の一つにある。体育科などでは声を張らずにマイ



クを使用している。時代に即した指導が求められている。 

また、死亡リスクは熱中症の方が高い。厳重に注意していく。本日は特に「危険」と言わ

れるほどの気温だった。 

教育課程の進行については、ほぼ夏休みに一生懸命子どもたちが勉強を頑張ってくれたお

かげで遅れを取り戻せるめどが立っている。 

タブレットの件について。タブレット一人一台導入が中学校は８月末～９月にかけて全生

徒に配布される。Wi-fi 環境も順次整えていく。先生方の研修を zoom によって特に数学科教

員から始めており、タブレット授業の資質向上をはかっている。 

＜会長＞ 

 修学旅行の運航はどうなっているでしょうか。 

＜中学校校長会＞ 

 ９割以上の学校は日帰りである。 

＜小学校校長会＞ 

 通常通りの県外１泊、市内１泊が大半である。日帰り旅行を２回行う学校もある。様々な

対策をしながら取り組んでいる。修学旅行終了後に実施の所感や発生した問題があればここ

で報告したい。 

＜会長＞ 

 学校保健マニュアルはどの程度共有されているのか。 

＜中学校校長会＞ 

 全学校職員で読み合わせしている。 

＜会長＞ 

 マニュアルを閲覧することはできないのだろうか。 

＜日野＞ 

 北九州市のＨＰに掲載されている。 

 

 

④ 常置委員会の活動報告 

＜研修委員会＞ 

  ８月１９日（水）に第１回会議を開催した。顔合わせおよびグループラインの作成を行

った。２回目の会議では試験的にＬＩＮＥ上でのミーティングを行うことになった。 

＜母親委員会＞ 

  ９月２日（水）１９時より第１回母親委員会を開催予定。 

 

⑤ 事務局より 

  ・安全互助会 締め切り９月１１日（金） 

  ・PTA 台帳 締め切り９月１１日（金） 

  ・９月、１０月行事予定表 

  ・次回 会長・副会長等会議 ９月１１日（金)１８：００～ ２階２１学習室 

・次回 役員会議 ９月１１日（金）１９：３０～ ３階大ホール  

 

⑥ 質疑応答 

＜八幡西区小Ｐ連＞ 

 学校の現況に関して報告。 

永犬丸小学校では、消毒をしていただく職員さんが１名配属になり、子どもからも非常に

感謝されている。花束を贈呈する機会も設けた。ＰＴＡからも何か表彰状か何かで感謝の気

持ちを伝えたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 


